
幕末 にお け る英 学 の発達 にっいて

一 時代思潮を中心 として一

清 水 貞 助

ま え が き

これ までに英学発達についての研究は,地 方

的資料の発掘などに支えられて,熱 心な地味な

研究家の努力によって,す ぐれた成果が発表 さ

れている。 しか し,そ れはいずれも,文 法,発

音,辞 書,翻 訳,文 学,教 科書といった分野別

の文献的研究である。私は幕末や維新の英学史

に興味をもって,関 係の書をあさっているうち

に,英 学 とは何かという疑問を抱いた。

大槻玄沢は蘭学階梯において 「蘭学 トハ即チ

和蘭 ノ学問 ト云フコ トニテ阿蘭陀ノ学問 ヲスル

コ トナ リ」 といっている。この説明を英学にあ

てはめると,英 学は単に英語 ・英夊学の習得 ・

研究だけでな く,イ ギ リスの自然科学,人 文科

学,社 会科学を含むものである。そして,こ れ

は幕末の開成所などの課目か ら考xて も明らか

である。こうい う意味での英学を科学史的にひ

とりで研究することは不可能であろ う。歴史的

概念としての英学は諸科学の総計でな く,そ の

総合と把握することができる。

本論は主 としてこのような意味での幕末の英

学を研究の対象としている。このような視点か

ら幕末に,国 内的な動きと国際的な動きとがか

らみあいつつ,政 局があわただ しく動いて行 く

なかで,洋 学が次第に盛んになり,そ の歴史の

流れの中で,英 学がいかなる理由で洋学の首位

を占めるにいたったかを歴史的に捉えようとす

るものである。

1.英 学 の起 源

英語学習の起源は1760年(宝 暦10年)ま でさ

かのぼりうるともいわれるが,一 般には フェー

トソ(Phaeton)号 事件の翌年,す なわち1809

年(文 化6年)と されている。

文化5年8月15日,久 しぶ りにオラソダの国

旗を掲げた船が長崎に入港 して来 るので,オ ラ

ンダ商館員が小舟で出迎えると,そ の船の乗組

員はオランダ人を人質にし,薪 水食糧の補給を

要求 した。オランダ船を装ったのは,東 洋貿易

の独占をはかって来航 したイギ リスの軍艦フェ

ー トン号であった。

長崎奉行松平康英はやむな く,英 艦の要求を

いれたが責を負って自刃 した。この事件は幕府

に深刻な衝撃を与えた。幕府は海防 と外国語,と

くに英語研究の必要を痛感 し,翌 年2月 長崎の

通詞本木庄左衛門,末永甚左衛門,馬場為八郎,

西吉衛門,吉雄忠次郎,馬場佐十郎の6名 に英語

の学習を命 じた。指導にはオランダ商館副官プ

ロムホフ(JanCockBlomhoff)が 当った。これが

わが国における公的な英語学習の初めである。

英語の学習はその後わが国の政策の変動とと

もにその盛衰を重ねたが,そ の学習の起源がわ

が国の危機打開のためであったことは,注 目す

べきことである。

2.英 語研究基本図書の発達

ことばの学習には辞書が必要である。特に日

本語 と全 く語族を異にする英語を学習するには
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辞書が必要である。そこで本木庄左衛門か編集

主任 とな り,数名の通詞の協力を 得て,1811年
アン ゲ リ ヤ わ げ

(文化8年)「 暗厄利亜語和解」1)を著 した。書
せん

名は内題には 「暗厄利亜興学小筌」となってい

るが,「興学」 とはわが国最初の英語の書名にい

かにもふさわ しい。 この書物は10巻 か らなり,

最初の3巻 は単語集で,残 り7巻 は平常使用 さ

れる語句,文 章か らなっていて,す べてに発音

が しるされ,日 本語訳がついている。発音には

オランダ語の影響が見 られる。

幕府は続いて本木庄左衛門等通詞に英和辞典

の編さんを命 じた。その結果1814年(文 化11

年)に 「暗厄利亜語林大成」が完成された。こ

れはわが 国の最初の英和辞典である。 語 数 は

5,910で,発 音は前書 と同じように仮名で示 し

てあるが,次 に示す ようにオランダ語の影響が

あらわれている。
ト エバンドン ト ヱブレヒヱート ト エプホル

ToabandonToabbreviateToabhor

エブボツト

Abbot(「 暗厄利亜語林大成」)

両書とも発音仮名や訳語は縦書になっている

が,上 例では横書きに してつづりと発音だけを

示 した。

両書とも写本であった。初期の英学書は皆写

本であり,荒 木氏の 「日本英語学書志」などに

よれば,わ が国で英学書が最初に印刷されたの

は1857年(安 政4年)で あった。(21頁 参照)

1818年(夊 政元年)に イギ リスの両梔船ブラ

ザーズ(Brothers)号 が,1822年(文 政5年)

には捕鯨船サラセン(Saracen)号 が浦賀に入港

した。その時馬場佐十郎等が通訳をしたが,彼

等はオランダ語を用いた。ブラザース号艦長 ゴ

ー ドソ大佐は日本側の通訳について 冂 人はオ

ランダ語に熱達 し,1人 はいくらかのロシヤ語

を心得ていた。また彼らは両人 とも少し英語を

話すことができた」2)と記 している。 馬場 らが

長崎でプロムホフか ら習 った英語はまだ未熟で

あったらしい。

その後イギリス船はさかんに近海に出没 して

沿岸漁民に 脅威を与えたので,幕 府は1825年

(文政8年)異 国船打払令を出 した。 その結果

英語研究は一時衰}た 。 しか し,英 国の東洋進

出はますます積極的になり,イ ソ ドを完全に征

服 し,さ らに1840年(天 保11年)に は阿片戦争で

清国を破 り,香 港を獲得 し,広 東 ・上海など5

港を開港させた。この事件はただちにわが国に

伝えられたので,幕 府や儒学者は非常な衝撃を

受けた。幕府は外国との衝突を避けて,1842年

(天保13年)さ きの異国船打払令を緩和 した。

そのために英語研究熱が再燃 した。

英語研究の再燃を象徴するかのように,1840,

1841年(天 保11,12年)に かけて,わ が国最初

の英文典である渋川六蔵(敬 直)の 「英文鑑」

上下2冊 が幕府に献上された。 これはLindley

MurrayのEnglishGrammarの 蘭訳か らの重訳

で,わ が国でできた最初の英文法書である。 こ

の英文鑑に訳者がつけた漢文の序に,

英吉利国在西北洋中。而近出没於我東海。,来乞水

薪炭数矣。又有其航海暦者。和蘭例所齎来。其語

与文和蘭殊異。雖有諳厄利亜興学及語林大成等

書。只能輯訳其方言耳。未有論及其文法者。敬直

竊憾焉。今挙将以備国防不虞之用。旁便於 翻訳

也。

とある。本書を訳 した動機は国防の た め で あ

る。 「諳厄利亜語和解」の凡例には 「不虞に備

る一大の要務」とあ り,「 諳厄利亜語林大成」

の叙中には 「風波以外の警に備る」 とあ り,こ

れ ら英学研究の初期の書にはいずれも国防のた

めの著作であることが明記されている。r英 文

鑑」においては,か たわら翻訳にも便ならしめ

ようとする夊化的動機を述べているが,こ れ と

て軍事的知識を得るための翻訳ともとれる。当

時幕府がいかに国防を焦眉の急 とし,西 洋式軍

備充実に努力していたかが伺われ る。 この後嘉
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永年 間に幕命 に よって編纂 され た 「エ ンゲ レス

語和解」 お よび1859年 中浜 万次郎 の 「英 米対

話捷径 」 がで るが,こ れ に つ いては それぞれ

23頁,24頁 を見 られたい。

こ うして英学は次第に台頭 してきた。蘭学か ら

英学へ の移行期を象徴す るか のよ うに,蘭 人初

学者用英語入 門書が1857年(安 政4年)に2種

類覆刻 された。 と も に ファン ・デル ・ペイル

(VandelPijl)の 著 であ る。 これ に長崎版 と大

野版 とがあ る。1860年(万 延元年)に は英訳名

FamiliarMethodforThoseWhoBegintoLearnthe

EnglishLanguageと い う書名で蕃書調所 か ら英

文の部分だけ翻刻 された。1865年(安 政4年)

に は 美作宇 田川氏蔵梓 として,Vergni著 の

EnglescheSpraakkunstカ ミ 「英吉利文典」 と して

出され て い る。 これは簡単な蘭文英文典であ

る。 これ らの出版は蘭学 の根拠地長崎で も英学

が優勢 にな った こと,大 野や美作 といった僻遠

の地で も英学 の研究が始 め られ て来た ことを示

す もの として意義深 い。

確実 な年代 は不 明であ るが,こ の頃 出版 され

た 「伊 吉利文 典全」 は,蘭 学 が全盛 をきわ めて

いた当時 としては珍 らし く全文英文 であ る。わ

が国最初の英文英文典 であ る。編集方法 は初期

英文典 の特 徴であ る問答法を採用 してい る。 こ

の原本に は 丁融Elementaryuateehisms/翫8痂 ん

Grammar/London/Groombridge&Sons,Pater-

vosterRow/SoldbyallBookselIers/1850と 印 刷

され ている。 この文典は僅か64頁 で あ るが,よ

くまとまっていた ので,非 常に流行 し,明 治に

入 っても版 を重ね ている。 この文典 の出現は蘭

文典か ら英文典へ の移行が進 んでいた ことと,

当 時 の学習 者の英 語力が,こ の文典 を 理 解 で

きるまでに向上 していた ことを示す もの と して

歴 史的意 義があ る。 これ は万次 郎が米 国か ら持

ち帰 った ものを手 塚律蔵,西 周助が複刻 した も

のである。 この文典はごくうすいものであった

ので 「木の葉文典」 と俗に呼ばれていたが,英

学ばか りでな く,国 文法発達の上にも大きな影

響を与えている。

この丈典が 流行 したので,1866年(慶 応2

年)足 立梅景編述 「英吉利文典字類」 と翌年阿

部友之進著 「挿訳英吉利文典」 というこの文典

の学習書が出た。前者は 「木の葉文典」を読む

ための字引ともいうべきものであ り,後 者は訳

と発音をつけた独習書である。

わが国最初の辞書についてはすで に 述 べ た

が,名実 ともに最初の英和辞書は,1862年(文 久

2年)に 洋書調所か ら出された,堀 達之助 ・堀越

亀之助共編の 「英和対訳袖珍辞書」である。こ

の辞書は英語は活字で,訳 語は木版で印刷され

ていた。洋書調所は翌年開成所 と改称されたの

で,こ の辞書は「開成所辞書」として知 られてい

る。この辞書はピカー ド(H.Picard)の オ施ω

PocketDictionaryoftheEnglish-DutchandDutch-

EnglishI-anguage,1843の 再版を台本 としたもの

で,語数はおよそ2万 である。その後版を重ね,

用紙の関係で 厚 くなった ものは 「枕辞書」 と

いわれるほど大 きなものであった。明治2年 こ

れに片仮名(後 にウェブスター式)の 発音をそ

え,単 語を少 し加えて,全 部活字にした,い わ

ゆる「薩摩辞書」になって一般に行きわたった。

この辞書が幕末および明治初期の英学の普及発

達に対する貢献度はきわめて大きい。

和英辞典については29頁 を見 られたい。

3.英 学発達 の功労者(1)

幕末のわが国の英学の発達は外圧に対抗 しう

る軍備とい う時勢の要求によるところが最も大

きいが,幕 末に来耳したアメリカ人宣教師,幕

府が派遣 した海外使節,留 学生,密 航者および

漂流者で外国(特 にアメリカ)か ら送 り返され
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た ものなどに負 うところも少 くない。次に主な

る漂流者について述べる。
あんじん

(1)三 浦按針

日本に来た最初のイギ リス人 ウィリアム ・ア

ダムス(WilliamAdams,1564-1620)は,オ

ランダ船 リーフデ号に乗 り,豊 後臼杵海岸に漂

着 し,徳 川家康に重 く用いられ,相 州三浦郡逸

見村に領地を与えられたので,三 浦按針といわ

れた。按針とは水先案内のことである。

アダムスは家康に欧州の形勢 貿易の有利な

ことなどを説き,ま た持っていた海図によって

航海の経路などを説明した。家康は 外 国 の 事

情や海外貿易の必要なことと有望なことを知っ

た。家康はアダムズか ら算術や幾何を学び,ま

た彼に洋式帆船を建造させた りした。 アダムス

が家康を して英国文明を通 して,世 界に眼を開

かせた功績は大きい。アダムスは日本人を妻に

し,在 留20年 間,徳 川氏のために種 々の外交問

題に関係し,1620年(元 和6年)病 歿 した。逸

見の塚山公園にある按針塚は,ア ダムズ夫妻を

祭 ったものである。

(2)マ ク ドナル ド

わが国の英学に貢献 したアメリカ人の第1号

はラナル ド・マク ドナル ド(RanaldMacBonald,

1824-94)で ある。 彼は アメリカの オレゴン

(Oregon)州 の生まれであった。 日米交渉が年

とともにしげくなろうとしている時であったの

で,失 恋の痛手をいや しなが ら通訳になろ うと

して,ア メリカの捕鯨船プリマス号 に乗 りこ

み,北 海道利尻沖に来て,ボ ー トに乗 り移 り,

故意にボー トを転覆 させ,漂 流を装って1848年

(嘉永元年)上 陸 し,幕 府によって長崎に護送

された。 マクドナル ドは 多少学問 もあったの

で,幕 府は彼に長崎の通詞14名 に英語を教}さ

せた。彼がxた のは,翌 年2月 アメリカへ送

還されるまでの約7ヵ 月とい う短い期間であっ

たが,こ れはわが国の英語教育史上特筆大書す

べき出来事で あった。

これ まで の英語 の教師は外人 とい って も,プ

ロムホ フを始め オランダ人で,そ の発音は オ ラ

ンダ語的で あ り,ま た彼等に とって も外国語で

ある英語の知識はけ っ して完全な ものでは なか

った。nativesPeakerで あ るマク ドナル ドの教

えを受けて,最 も得 るところの大 きか ったのは

発音で あった。彼の教授法について重久篤太郎

は月刊 「十人」第二巻 第二号の 「日本英学の先

,駆ラナル ド・マク ドナル ド」 で,

……彼の門下生は一度に一人が英語を読むのが習

慣であって,彼 はその発音上の誤 りを正 し,日 本

語で出来るだけよく意味や夊章の構造などについ

て説明した。門下生等は子音の発音が出来なかっ

た らしく,例 べばLの 音を発音することが出来な

いで皆rに 発音 した。 だか ら彼の名をRanardo

MacDonardoとLの 音を皆強い喉音を出してrの

音に発音 してゐた。又マクドナル ドは日本人の発

音の癖としてi(短 音i)か 或は0が 子音の終 り

に加へられることを語っている。そして日本人は

母音に対 しては何等の困難もなく円満な声で発音

をな し,語 尾のeやoeさ へ も発することに驚い

ている。通詞等は文法上の知識があり感受性も強

かったのでその発音は不充分 としても上達早 く,

マ ク ドナル ドにとって彼等に英語を教へ ることは

愉快なことであったに違ない。されば 日本 語 を

(よ く)解 しないマクドナル ドが 日本流の和蘭語

をのみ少しく解す る通詞に英語を教授することに

如何に苦心 し,如 何に努力したかは充分推察する

ことが出来 る。

彼は断片的な単語以外 日本語がわか らなか っ

たので,彼 の教授法は今 日の い わ ゆ るOral

Methodに 類 した ものであったろう。「マク ドナ

ル ドはサムライ生徒の熱心さと覚えの よいのに

は大いに感心するばか りであった。……彼は生

徒たちとしば しば英米の政体について語った。

イギリス王国のほ うは理解するのがやさしかっ

たが,選 挙で大統領を選ぶとい うアメリカのデ

モクラシーにはサムライたちも見当がつかなか
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った らしい。」3)

次 に嘉永4年 か ら7年(1851-4年)間 に幕命

によ って編纂 され た 「エ ンゲ レス語辞書和解」

は注意 に価 す る。 その発 音 ・訳語 ・書 き方 な ど

以前 の もの よ り進 歩 してお り,発 音はオ ラソダ

語流 が訂正 され,米 国流に近 い もの となってい

る。 これは ラナル ド・マク ドナル ドに直接教 授

を受けた 西吉兵衛(成 量),森 山 栄之助な どが

編纂に当 ったか らであ る。

(3)ペ リー

嘉永6年(1853年)6月 米 国東印度艦隊司令

官ペ リー(MathewC.Perry,1794-1858)は4

隻 の軍艦 を率いて浦賀に来航 し,通 商 を求 めた

が,幕 府は翌年 これ に答 える旨を伝 えた。翌月,

同様 の 目的で ロシヤ艦隊が長崎に入港 した。翌

年 ペ リーは再 び来 航 し,幕 府 と和親条 約を結 ん

だ。ペ リーの第1回 の来航の際 の通 訳には,オ

ランダ通詞堀達之助が当 り,4)第2回 の来航の

際は オラ ンダ通詞堀達之助,森 山栄之助,本 木

昌造等5)が これ に当 った。米艦には オラ ンダ語

の通訳 が乗 っていた。

伝 うるところによれば米国船中に広島の漂民倉

蔵なる者あり,米 国宣教師サミュエル ・ウィ リア

ム(SamuelWilliam)に 日本語を教}xた ものなれ

ど,上 陸後の罪を怖れて竟に上陸せず。又,我 越

後の漂民勇之助も乗船中にありて,英 語を巧みに

し,堀 達之助は其の巧みなる英語に感心す。……

此時,ペ ル リは通訳某に完全なるウエヴィスター

辞書を与えた りと伝えらる。6)

当 時 漂流 してアメ リカに渡 り,か な りの程 度

まで英語 に熟達 していた ものがあ ったが,処 罪

を恐れ て帰国 しなか った ものがあ ったのではな

か ろ うか。

ペ リー来航 の際 に 「江川坦庵(太 郎左衛門)

は,… …部下 の万次郎を通弁 と して随行す るこ

とを願 ったが,.老 中阿部伊勢守は 許 さ な か っ
な りあき

た。 これは水戸斉昭の反対による もの で あっ

た。阿部が江川に与えた手紙には,「 万次郎が

スパイでないことは明らかであるが,ア メリカ

人がどう考えているかがわからない。船に乗 り

こんだ ら連れてゆかれるかもしれない。水戸老

公も心配 しているか ら,万 次郎の ことは見合せ

た らどうか」7)と述べている。

日本人で米国に漂流して,米 国 で 英学を習

い,帰 国してわが国の英学の発達に貢献 したも

のは多いが,そ のうち最も有名なものは次に述

べる中浜万次郎と彦蔵である。

(4)中 浜万次郎

中浜万次郎(1827～1898)は 土佐の小漁村の

四男として生まれ,15歳 の時出漁中暴風雨にあ

い,漂流し,米国船に救われて,船 長ホウイッ ト

フィール ド(WilliamH.Whit丘eld)の 好意に

よって米国で教育を受け,約10年 後1851年(嘉

永4年)に 送還 され,土 佐藩主の寵愛を受けた

が,や がて幕府に召され,禄 高300石 で旗本の

待遇を受けた。武士 と平民 との身分差の大きか

った時に,一 介の漁夫であった者が旗本に抜擢

されたとい うことは,「 恐 らく英学史上空前絶

後の大出世であって,如 何に幕府が英語の必要

を感 じていたかが分ると共に,万 次郎の英語が

如何に重大な役 目を帯びていたかが分 る。」8)し

かし,ペ リー来航の際に彼は実際は米国人の前

には姿を見せず,隣 りのへやで,英 語 と漢文で

書かれたすべての書類に目を通 し,訂 正し,承

認を与え,陰 で活躍 したといわれる。

その後彼は欧米へ派遣の使節に同行 して,国

際親善 と文化の輸入に尽 した。1860年(万 延元

年)第1回 遣米使節団の通弁として渡米した際

には福沢諭吉とともにウェブスター辞典を1冊

ずつ買って帰った。 「これが 日本にウエブス ト

ルという字引の輸入第一番」9)と福翁 自伝に出

ている。 この時両人の買ってきたウェブスター

は,の ちに岩崎克己氏の研究によって,大 辞典

ではな く次のような抄略版であったことが明ら

(23)
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かに された。

N.Webster:Anexplanatoryandpronouncing

dictionaryoftheEnglishlanguage.Withsyn-

onyms.AbridgedfromtheAmericandictionary

ofNoahWebster.ByWilliamG.Webster,

assistedbyChaunceyA.Goodrich.Withnumer-

oususefultables.NewYork.MasonBrothers,

1850.8°.490pp.io>

中浜 万次 郎はその後,薩 摩 ・土佐 の2藩 に仕

え,明 治元年 開成所 中博士 に任ぜ られ,1870年

(明 治3年)大 山巌に随 って欧米を訪問 し,米

国では恩人Whitfieldを 訪 ねた。彼は外交上 の

公務 あるいは測量・航海 ・その他科 学書 の翻訳に

従事す るかたわ ら英 語を教 えていた。彼 の生 き

た英語の名声 がいか に高か ったかは,当 時 「共

立 学校」 で数百名 に英語を教え ていた尺振 八が

彼の門下 に入 った ことで も察せ られ る。彼の門

下 生には尺振八,中 村敬宇,福 沢諭吉,細 川潤

次 郎,榎 本武揚,箕 作麟祥,大 島圭介等後世に

活 躍 した傑物が多か った。

彼 は1859年(安 政6年)に 「英米対 話捷径」

を著わ した。 こ れ は 単語 のつづ りに 拘 泥 せ

ず,ア メ リカの,多 少 な ま りがあ るが,か な り

正 しい発音を示 してい る。

グー リ デイ シ ャァー

Gooddaysir.

善 日でござる

ハ ウ ヅー ユー ヅー シ ヤアー

Howdoyoudosir`?

如何 平 君 安

アイ アム プロテ ウワェル

Iamprettywell.11>

わた くしは ことのほか こ 乂ろよひ

中浜万次郎について,注 意すべきことは,上

に述べたように,従 来のオランダ語式に比べて

かなり正しい発音を示 したほかに,次 に示すよ

うな漢文の読み方をまねた番号付解釈法を考案

したことである。

キャン ニ ー スパー ク ヱ ンケ レス

Canyou.speakEnglish?

こた えるか あなた 言ひ いき りす ことばを

ユ スパーク ヱンケ1ノス プロテ ウワエル

YouspeakEnglishprettywell.i2>

あ なた 言ふ い き りす ことばを 一卜分 に よろ しく

日英語の語順の著 しく異ることを考えると,

番号付解釈法は一つの便利な学習法で,当 時の

英学者がこぞってこれを模倣 した。中等学校の

教科書の虎の巻には大正時代 まで採用 されてい

た。少 し長文の例を次に示そ う。

745

Duringthefirsttwo

6312

da}・sofmystay,

81211

theytreatedme

91013

verywe11,but

1426

then,whena

222117

cousinoftheirs

191820

whohadarrived

161525

fromAmericawas

242327

withthem,theybe-

3231302928

guntotreatmebad-
-33-4446

1y,sothatIleft

45424341

themtwodaysbefore

403439
thetime,Tintend-

383736

edtostaywith

35

them.

(5)彦 蔵

私ノ逗留ノ初 メノニ

日ノ間彼等ハ甚 ダ

能 ク私 ヲ取扱ヒシ

然シ然ル時二亜米

利加カラ到着シタ

リシ所ノ彼等ノ従

姉妹ガ彼等 ト有 リ

シ時二彼等ハ悪シ

ク私ヲ取扱フ可ク

始メシ其故二私ハ

彼等 ト留マル可 ク

企テシ時 ノ前二日

二私ハ彼等ヲ離 レ

シ13)

中浜 万次 郎 とともに英学史 に残 るのは彦蔵で

あ る。彦蔵 は1836年(天 保7年)播 州の漁家に

生 まれ,彼 が13歳 の時 に江戸が よい の 船 に 乗

り,帰 路遭難 して,ア メ リカ船に救助 され,ア

メ リカで教 育を受け,洗 礼を受け,名 もJoseph

Hecoと 改 め,ア メ リカ市民権を得 ,日 系米人

第1号 となった。1859年(安 政6年)・ ・リス

(TownsendHarris,1804-1878)の 通 訳官 とし

て帰国 した。彼は時を得て 日本人別(戸 籍)に

戻 り,「 亜 国 と日本 の両国間に在 って,両 国の為

に微力をいた し国報を報ぜ ん ことを願 うばか り

な り。Y4)〕と 日本人 に もど りたい悲願 を持 ってい

た。 彼が幕府 お よび米 国 との間にあって,領 事

館 問題,外 国使 節 との応待 に重要 な 役 割 を 務

め,両 国のために大 いに尽す ことがあ ったの も

この念願 のあ らわれで あった。

彼は また アメ リカ大統領 リンカンと会見 し,

(24)
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握 手 し た 唯 一 の 日 本 人15)で あ り,長 崎 で 桂 小 五

郎(木 戸 孝 允),伊 藤 俊 輔(伊 藤 博 文)な ど に

会 っ て,ア メ リ カ の 政 治 に つ い て 話 し,「 人 民

の,人 民 に よ る,人 民 の た め の 政 治 」 を 説 き,16)

彼 等 の 考 え 方 に 大 き な 影 響 を 与 え た と 考 え ら れ

る 。

彼 は 元 治 元 年 に 横 浜 で 「海 外 新 聞 」 を 発 行

し,新 聞 事 業 創 始 者 と し て 歴 史 的 存 在 で あ る ば

か りで な く,1895年(明 治28年)に は 英 文 「自

叙 伝 」(TheNarrativeofaJapanesの17)を 出 版 し

て い る。 そ の 「英 文 は 平 易 な 英 文 で,叙 述 は 淡

々 と し て 客 観 的 で あ る 。 も ち ろ ん 彦 蔵 は そ の 経

歴,教 養 に お い て,日 本 人 の 英 文 の 双 壁 と い わ

れ る 岡 倉 覚 三,新 渡 戸 稲 造 の 高 い 格 調 と は 比 較

す べ く も な い が,読 み に くい 文 章 で は な い 」18)

1例 と し て 漂 流 して27日 め の11月24日 の 日記 を

あ げ て み よ う。

Onthemorningofthe24thdayofthemonth,

theweatherwasfineandtheseacalm.Buta-'

boutnoon,thewindcameupfromthewestward

andincreasedinforce.Wenoticedseveralsha-

rksplayingaboutourjunk.Someofourmen

wereafraidofthem,butotherssaidthatthey

weresentespeciallybythegod"lsobe"to

Watchoverourvessel'ssafety,sincewehadbeen

prayingtothegodparticularly.Itissaidthat

sharksaretheservantsoftheaforesaidgod.13>

4.幕 府の洋学研究機関

わが国の洋学は1548年(天 文18年)フ ランシ

スコ=ザ ビエルが鹿児島に上陸 し,キ リス ト教を

布教 した時にはじまる。キリス ト教の普及は ヨ

ーロッパ文化に対 してわが国民の目を開かせる

ことになったが,そ の後幕府は1612年(慶 長17

年)キ リス ト教を禁止 し,1641年(寛 永18年)

には貿易を長崎1港 に限 り,中 国 ・オランダ以

外の船の来航を禁止 した。そのため,西 洋諸科

学,西 洋事情に関する研究は長崎の出島のオラ

ンダ商館を通 じて,オ ランダ語を介 して行なわ

れ,そ ういう学問は蘭学と呼ばれた。蘭学は8

代将軍吉宗以来隆盛になったが,医 学 を は じ

め,た ぶんに実用主義的色彩が強か った。 また

幕府の体制維持強化のための知識技術の習得と

し・う{生格カミ弱ミカ、った。

(1)開 成 所

その後アメリカ ・ロシヤ ・イギリス ・オラン

ダ・フラソス等欧米列強の圧力が強 まるにつれ

て,軍 備の充実が焦眉の急とな り,蘭 学の大規

模な導入が必要となった。そこで幕府自らが一

つの組織を設けてこれを強力に推進 しなければ

ならなかった0

幕府は1704年(宝 永元年)に 設けた天文台に

1782年(天 明2年)翻 訳局をおいた。その翻訳

局を洋学所と改称 し,拡 充を進めていたが,安

政3年 に蕃所調所と改称 した。1862年(文 久2

年)に は蕃書調所は更に洋書調所20)と改称され

た。

この調所は,流 石に幕府の官学として,当 時

の最高のスタッフと設備とを整え,そ の研究の

レベル は 当時の最高の水準を 行 くものであっ

た。これがわが国最初の官立外国語 学 校 で あ

る。調所の任務は,当 時緊要な洋書の翻訳であ

り,教 育であ り,ま た外交文書の翻訳処理であ

ったが,さ らに蘭学の統制監督もまた調所に課

せ られた任務であった。21)

蘭学は当時は科学としての優秀さと実用性の

ために,幕 府の公学 といった立場で発達 し,普

及 していた。1856年(安 政3年)

蕃書調所の創設にあた り,創 立委員の勝麟太郎

らが教官候補の リストを作った際,六 九名22)がリ

ス トアップされている。これは,一 応洋学者の ト

ップ層を形成しているとみられ る。そこで,洋 学

人材が正規分布をなし,リ ス トアップされた六九

名が,一 ・五 σ(標 準偏差)以 上に位置づけ られ

た トップ人材と仮定すると,1856年 の洋学人材ス

(25)
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しよう

トックは,約 一〇〇〇人 と推定できる。参考に象
せん てきてき

先堂23)と適 々斉塾24)の姓 名録によると門弟数は一

〇四二人にのぼる。25)

調所は最初は蘭学を主に,英 語を副として教

授 した。 しか し,文 化 ・文政にかけての英国船

の近海への出没,先 進国として仰いでいた清国

の阿片戦争における敗北,米 国その他の国との

通商条約締結後の外国との貿易に英語の必要度

の増加などの理由で,英 語の学習は焦眉の急 と

なった。幕府は1857年(安 政4年)頃 か ら下

田 ・函館 ・長崎 ・横浜などに通訳養 成 の た め

に,英 ・米人について英語を学習せ しめた。

また蘭学者の中でも英学に転向するものが現

われた。蘭学を研究 していた福沢諭吉が1859年

(安政6年)横 浜見物に行って,店 の看板もビ

ンのはり紙 も読めなかったので,蘭 学をやめ,

英学に発心 した26)話は有名である。幕府は翌年

8月 いよいよ外国語の必要に迫 られ,布 令を出

して,外 国語の稽古を一層 奨励 した。蕃書調所

で もこの年6月 か ら,英 ・仏 ・独 ・魯の諸国学

科を置き,8月 か ら従来蘭語が正科であったの

をやめ,英 語を正科とした。翌文久元年箕作貞

一郎 ,千 村五郎,竹 原勇三郎等を,蕃 書取調所

の英学教師手伝並びに出役に命 じ,つ いで堀達

之助を教授手伝に任 じ,英 学教授の端 を 開 い

た。

文久2年 正月には蕃書取調所の英語教員を増

員 し,次 のような陣容になった。

教 授 方 手塚律蔵,津 田真一郎,西 周助,

堀達之助

手 伝 並 千村五郎,竹 原勇四郎,箕 作貞一

郎

句読教授 高島大郎,竹 原鎗次郎,田 寺格之

助,渡 辺一郎,堀 改蔵,朝 夷金

蔵,神 谷弥作,大 河内鉱太郎

世話心得 大岡芳之助,斎 藤宗二郎,田 中豊

三郎,福 田松次郎,春 田与八郎,

外山捨八,竹 原巾七,薗 鑑三郎27)

そして同年12月 頃には 「諸科稽古人 日々凡そ

百人程罷出候内英学之者六七十人有之」(開 成

所伺等留)28)とい うように英学 が非常に盛んに

なった。

取調所の設置の目的は軍事科学とともに,国

産の増益に必要な科学技術の振興 に あった の

で,語 学的な翻訳・教授とともに精煉学・舎密学

(筆者注化学)・物産学 ・数学等の研究が行なわ

れ始め,文 久3年 には 「開物成務」の語か ら取

って取調所を開成所 と改称 した。 これは器械 ・

精煉 ・物産を始め 「天文地理百工之技芸」を総

括する意味であった。蕃書調所一洋書調所一開

成所と名称を変更して行なったことは当時の幕

府 の西洋科学に対する精神的態度の変化をあら

わ しているものであって興味深い。「1864年(元

治元年)に 開成所規則を改めて,課 目を

和蘭学 ・英吉利学 ・仏蘭学 ・独乙学 ・魯西亜

学 ・天文学 ・地理学 ・究理学 ・数学 ・物産学 ・

精煉学 ・器械学 ・画学 ・活字学

に分けた。29)」翌慶応元年には 理学 ・舎密学・西

洋地理学 ・西洋歴史,さ らに同2年 には星学 ・

兵学を設けた。またこの頃西周 ・津田真道等に

よって法律 ・経済 ・哲学等が輸入されていた。

こうして,開 成所はきわめて広汎多岐にわたっ

て洋学の研究 ・教育を行ない,全 国洋学の最高

学府であった。この頃蘭学はすでに衰え,英 学

が洋学の中で首位を占めていた。

(2)長 崎の海軍伝習所

幕府 の蘭学教育および研究の施 設 と して,

蕃書調所に匹敵するものに,1855年(安 政2

年)長 崎奉行所に設け られた海軍伝 習 所 が あ

る。これはオランダの海軍将兵か ら海軍技術や

医学の技術を学びとるためのものであった。こ

れがわが国の近代海軍の建設や近代医学の発展

(26)
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に果 した役割は大きかったが,オ ランダはイギ

リスに気がね してやがて講師を引きあげた。慶

応3年 イギ リス海軍士官が来 日し,築 地に海軍

伝習所を開き,以 来海軍は イギ リス 式 と なっ

た。

(3)長 崎の英語伝習所その他

幕府は通訳養成のために1857年(安 政4年)

頃か ら下田 ・箱館(現 在の函館)・ 長崎 ・神奈

川で英 ・米人などについて英語を学ばせた。

その うち最も規模の大 きかったのは長崎の英

語伝習所である。伝習所は1858年(安 政5年)

7月 英人フレ ツチエル(LachlandFletcher)お

よびオランダ人2名 を教師とし,通 詞楢林栄左

衛門お よび西吉十郎の2人 を頭取とした。外人

が直接教授 したので,西 南諸国か ら来て学ぶ者

述多か った。.翌年オランダ生まれの米国宣教師

フルベ ツキ(GuidoHermanFridolinVerbeck)

が校長兼教師となった。1863年(文 久3年),

長崎英語伝習所を同市立山に移 して,「洋学所」

と改称 し,英 ・蘭 ・仏 ・魯および支那の5力 国

語を講習せ しめ,ま た数学を加xた 。洋学所は

後にまた 「済美館」と改称 した。

箱館に於ける英語教授は,通 辯勘定格名村五八

郎に命じて,公 務の余暇を以て奉行所属僚の子弟

に教授して,通 辯を養成せしめたのを起源 とす

る。文久元年(1861年)5月 には運上所構内に稽

古所を設けた。(北海道廳編 「北海道志」)30)

1861年(文 久元年),幕 府は外国との交通上,

洋学の必要を感 じ,横 浜野毛町に 「修文館英学

校」を創立 し,本 港在勤官吏の子弟および一般

人の入学を許し,英 漢仏語を教授した。本校は

一名 「洋学校」とも称し,慶 応元年 もとの弁天

社内に移転 したが,維 新の際一時閉鎖 した。

神奈川においては,翌 年10月 に今の本町5丁

目の運上会所(海 関)前 に英学校を設け,石

橋政方,太 田源三郎,米 国人宣教師 ブラウソ

(SamuelRobbinsBrown,1:1)な どをそ

の教授とした。この学校は奉行所所属の子弟お

よび附近の少年に英語を教え,一 時なかなか盛

んであったが,1866年(慶 応2年)の 大火で校

舎が類焼 し,廃 校となった。

5.諸 藩 の英 学

藩黌は藩主がその藩の子弟を教育するために

作 られた学校である。その教科は大体において

昌平黌の教科にならったものであるが,藩 によ

って,ま た時代の推移によって変動があった。

次に各種の教科の追加された時代を示そう。

寛永一宝永 漢学,習 字。

宝暦一安永 漢学,習 字,皇 学,医 学。

天明一享和 漢学,習 字,皇 学,医 学,算

術,洋 学。

文化一天保 漢学,習 字,皇 学,医 学,算

術,洋 学,天 文学,音 楽31)

これによってみると,は じめ漢学と習字だけ

であったものが,次 第に課 目がふえ,幕 末にい

たって,外 国 との関係が切迫するにつれて,漸

次洋学関係の課 目が追加されて行 った大体の推

移発展のあとがわかる。

幕末に幕府が蘭学を奨励 したので,諸 藩もま

たその政策にそって蘭学を奨励.した。幕府はペ

リーの来航を画期 として,従 来の外圧への抵抗

策を外圧への順応策に切換え,か つ物質交明の

領域,特 に軍事力強化の推進をはかった。

当時の英国の国際的地位,対 米関係等か ら文

化 ・技術 ・思想 ・外交 ・貿易すべての点で英語

学習の必要が痛感 されたので,幕 府 も諸藩も英

語の教育に力を注いだ。次にその主なるものを

あげよう。

薩摩藩では,藩 の開成所設立後,1864年(元

治元年)中 浜万次郎を招いて,藩 の子弟に軍艦

練習および英語を教授せ しめた。そ して慶応年

間には英学が首位を占めるにいたった。この英
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学の隆盛は,薩 英戦争以後の同藩の親英開国,

富国強兵策,外 国貿易,留 学生派遣に関係があ

る。

佐賀藩の場合は,万 延元年の遣米使節に参加

した藩医川崎道民その他の体験と復命に基づい

て,蘭 学か ら英学への転向が始まった。また一

方では英国式武器 ・兵器制の伝習によっても英

学が盛んになった。とくに英学を促進したもの

は,外 国貿易への進出であった。同藩の大隈八

太郎 ・小出千之助は,貿 易商を説得 して出資せ

しめ,1867年(慶 応3年)に 長崎に英学塾(致

遠館)を 設けさせ,高 潔な人格で信望のあった

フルベッキを招いて英語 ・政治 ・経済 ・理学な

どを教え しめた。

その他の藩においても,こ の両藩の規模には

及ばないが,英 学が採用 された。例えば岩瀬肥
'
後守忠慶は1858年(安 政5年)江 戸向島の別墅

で,英 書の講読を開始 し,1865年(慶 応元年)

11月膳所藩においても英語を課 目に加え,翌 年

広島藩は洋学伝習所で英語を教授し始めた。年

代は不明であるが,佐 倉藩の成徳書院では,藩

主堀 田備中守正睦は幕末外交の衝に当った開国

論者で,「 方今日新開化 ノ際府下諸学校ノ如キ

ハ公私共外国教師ヲ雇 ヒ専 ラ語学 ヲ習 ヒ文章手

牘 ヲ作ルコ トヲ勤ム」32)事情を見て,3年 制の

洋学校を作 り,蘭 学に,英 学に,医 学に,砲 術

に鋭意新式の学術を鼓吹 した。33)

その他高知藩 ・福井藩 ・熊本藩 ・萩藩でも英

学が次第に起っていた。

6.私 塾

英学の流行にともなって英学私塾の誕生 も多

くなった。維新前に設けられた主なるものは次

の塾 である。

英学塾:通 詞森山多吉郎(改 名,栄 之 助)

が,1854年(安 政元年)江 戸小石川水道町に開

いた ものである。森山はペ リー来航の際に,通

訳 として江戸に召され,浦 賀で 日米交渉の主席

通訳官として活躍した。英学に転向した福沢諭

吉は,築 地鉄砲洲から8キ ロ余の道を 日夕この

塾に通 って英語を学んだとい う。

攻玉塾:1863年(文 久3年),鳥 羽藩士近藤

誠一郎(真 琴)は 幕府の軍艦操練所の学生であ

ったが,四 谷坂町の自宅に 「攻玉塾」 を 開設

し,蘭 学 ・洋算および航海術を教えていたが,

慶応2年 か ら英語を教科に加えた。明治2年 攻

玉社と改称 し,後 攻玉社中学校とな り,多 くの

海軍将校を世に送った。

慶応義塾:福 沢諭吉(1835-1901)は 緒方塾

でオランダ語を学んだが,そ の学力が認められ

て,1858年(安 政5年)中 津藩侯に召されて江

戸に出て,家 塾を江戸鉄砲洲の奥平邸の長屋に

開いて,希 望者にオランダ語を教えはじめた。

やがてオランダ語があまり通用せず,そ の実用

がはるかに英語に及ぼないことを経験 し,英 語

を学び始め,1862年(文 久2年)時 勢の要求に

応 じて英学を主として教授し,わ が国ではじめ

て,英 米の原書を教科書とした。

1868年(慶 応4年)そ の私塾を鉄砲洲の奥平

邸か ら芝新銭座の旧有馬家中屋敷に新築 して移

転 し,時 の年号を採 って慶応義塾と称 した。そ

れまでは塾名はなく,単 に福沢塾,福 沢の英学

塾などといわれていた。義塾は共同結社の意味

である。塾生は最初は100名 ほどであったが,

一時は上野戦争などのために,僅 かに18名 にな

って しまった。上野で官軍と彰義隊が戦ってい

て,上 野の方に砲声が聞こえている時でも 「上

野と新銭座とは二里も離れていて鉄砲玉の飛ん

で くる気づかいはないとい うの で,ち ょうど

あのとき私は英書で経済の講釈をして い ま し

た」34)と自伝にあるように,卓 然として,1日

も学業を休まず,熱 心に西洋の新 しい学説を講
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義 し続けた。戦乱が収まるにつれて塾生は急増

し,明 治の初期には 日本の英学の中心とな り,

義塾の黄金時代を迎えた。

7.英 学発達の功労者(2)

英学の発達に貢献 したひとびとの うち,漂 流

者についてはすでに述べたので,次 に外国人,

遣外使節,留 学生などについて述べる。

(1)ヘ ボン博士

ヘボン(Jamesc.Hepburn,1815-1911)は

1859年(安 政6年)夫 人とともに神奈川に渡来

し,当 時はまだ公然とキリス ト教を伝道するこ

とができなかったので,米 国の神奈川駐在領事

の斡旋で,一 まず神奈川の成仏寺に居を定め,

治療所を開いて貧病人の施療を始めた。当時は

穣夷党の気焔当るべか らざるものがあ り,ヘ ボ

ンの身辺も危険であったので,「 米国公使館は

急にヘボン氏は公使館付医者であり,ブ ラウン

氏は公使館付牧師であると幕府に声 明して漸 く

事なきをえた」35)とのことである。

幕末か ら維新にかけて来 日し,異 国において

絶えず生命の危険にさらされた り,あ るいはや

るせない思いに耐えなが ら,日 本の発展に尽 し

て くれた彼等外国人には頭の下がる思 い が す

る。また彼等が示 した生活態度や日本に関する

発言の中にも,今 なおわれわれの心を打つもの

がある。ヘボンが来 日以来満8年 間にわたる学

問的熱情 と努力の結晶である 「和英語林集成」

(一名平文辞書)は,1867年(慶 応3年)に 上

海で印刷発行されたが,こ れはわが国文化史上

の輝か しい名著で,「 和英辞典史の臂頭に飾ら

れる千古不磨の大金字塔である」36)といわれて

いるように,近 代 日本文化史上の貴重な文化財

である。その後 も長 くこれに匹敵 しうるものは

編集されず,日 本人の英語学習および外国人の

日本語学習に貢献 した。

平文辞書の編纂とともにわれわれ が 忘 れ て

な らないのは,ヘ ボン式 ローマ字の 考 案 で あ

る。それにもまして日本の精神文化に大きな影

響を与xた のは,ブ ラウン博士やヴァーベ ック

博士の協力もえたが,前 後16年 の精励刻苦の結

果完成 した新約聖書 と旧約聖書の翻訳である。

1863年(文 久3年)横 浜居留地39番 地に新築の

施療所が完成すると,も ともと教育家であった

ヘボン夫人は,「 ヘボン家塾」を開いて,男 女

の学生に英語を教授 した。その男子部が後の築

地大学(現 明治学院大学),女 子部が横浜のフ

エリス女学校のは じまりである。高橋是清,林

董氏は夫人か ら洋学を修めたものである。

(2)ブ ラウン博士

米国の宣教師ブラウンおよび米国医師シモン

ズ(D・B・Simmons,)は ヘボンより1ヵ 月半ほど

遅れて神奈川に渡来 し,ヘ ボンの仮寓に寄宿 し

た。ブラウン氏は貧 しい機械工の長男として生

まれたので,苦 労をしてユニオソ神学校を卒業

した。頭脳はきわめて明晰で,ま た気品の備わ っ

た風格をしていた。ブラウン博士は口語体 日本

語とい う書物を著 した。ブラウン博士は当時経

済的に困難 していたが,彼 がいかに信望があっ

たかは「横浜在住の英・米・蘭の公使館附文武官,

および実業家達二十四名が一千五百弗の金を集

めてブラウン氏に土地 と建物 とを寄贈 したいと

申込んで来た」37)事で察する ことができる。

ブラウン博士は集い寄 る俊才に英学を教授す

るかたわら,聖 書の和訳に励んでいたが,1868

年(明 治元年)新 築後間もない自宅が失火で焼失

して,渡 来後約10年 間の丹精の結晶である日本

語新約聖書の原稿は じめ,一 切の家財を失って

しまった。相当の年配であったブラウン博士に

とっては,これはかな りの打撃であったらしく,

また伝道の成果 も思わ しくなか ったので,暫 ら

く故郷で静養することになり,同年秋帰国 した。
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明治2年 新潟英語学校長 としてまた米国領事

代理として再度来 日した。 しか し,新 潟在住は

僅か1年 で再び横浜に来て,県 立の修文館で英

学を教授 した。博士の徳を慕って新潟か ら修文

館に入学した者が30名 もあったとの こ とで あ

る。その後ブラウン塾を開設 し,英 学 ・神学を

講 じ,わ が国キリス ト教界に多 くの逸才を送っ

た。かたわ ら,聖 書翻訳委員として,翻 訳を完

成 し,明 治12年帰国 した。

(3)海 外使節 ・留学生

徳川鎖国以後はほとんど文献のみを通 じて西

洋文明に接 していたのであるが,西 洋文明の現

実を体験 して,こ れをじゅうぶんに理解 し,日

本に移植 し,日 本の近代化を図ろうと考えたも

のが幕府や藩の中にもあり,明 治になるまで約

300人 の海外使節や留学生が派遣された。

第1回 遣米使節:幕 府は1860年(万 延元年)

安政条約批准のため遣米使節を派遣 したが,こ

れは幕府の有力な役人に欧米文化の実態を見学

させ,日 本に一大改革を実行 しようとい う開国
まさよし

主義者の閣老堀田正腫とハ リスの深謀遠慮によ

るものであった。38)

正使は外国奉行新見豊前守正興,副 使は同じ

く村垣淡路守範正,監 察は目付小栗豊後守忠順

で,一 行77人 は米艦ポーハタン号に乗 り込み,

1月18日 品川沖を出航 した。幕府は別に軍艦威

臨丸を使節の護衛艦として,サ ンフランシスコ

まで航行させた。同艦の一行は軍艦奉行木村摂

津守嘉毅,艦 長勝麟太郎,乗 員90人 余で,通 訳

として中浜万次郎,木 村の従者として福沢諭吉

がその中にいた。威臨丸は1月13日 出航,5月

5日 帰国 した。村垣淡路守の 「航海 日記」は当

時のサムライ階級の対外認識の程度が よくあら

われていてまことに興味深い。コンゲレス(国

会議事堂)を 見学して,議 員の演説を聞き,

そのうち一人立ちて大音声に罵 り,手 真似など

して狂人の如し。何か言い終 りて,ま た一人立ち

て前の如し。何事なるやと問いければ,国 事は衆

議 し,お のおの意中を残さず建白せ しを副統領聞

いて決するよし。……国政のやんごとな き評議な

れ ど,例 のもも引掛筒袖にて,大 音にて罵 る さ
てい

ま,副 統領の高き所に居る体など,我 日本橋の魚

市のさまによく似たり,と ひそかに語 り合 い た

り。39)

と述 べ てい る。 もし,日 本 の現在 の国会 の乱闘

な ど見 た ら淡路守は どう感ず るだ ろ うか。中浜

と福沢 が ウェブスター辞書を1冊 ずつ 買 った こ

とはす でに述べたが,中 浜はその他に写真機 と

ミシ ンと機械書2冊 を も求め,医 官牧 山修郷は

エ ラスム著 の英文 「解剖書」を買 って帰
った と

の ことであ る。

第2回 遣欧使節:幕 府 は1861年(文 久元年)

外 国奉 行竹内下野守保徳 を正使,松 平 石見守康

直を副使 と して使 節を欧 州諸国に遣わ し,両 都

両港(江 戸 ・大 阪 ・兵庫 ・新潟)の 開市 開港延

期 の諒 解を求む るとともに,英 仏諸国 に聘礼 を

修 め しめた。一 行30余 人 は12月22日 英 艦 オーヂ

ン(Odin)号 で江戸湾を 出航 した
。一行 中には

福沢諭 吉,寺 島宗則,福 地源一郎,尺 振八な ど

が参加 していた。約1年 後開市開港 を5年 延 期

す る妥協 を成立 させ て帰国 した。

一行は ホ ンコン ・シンガポ ール ・スエ ズ ・カ

イ ロ ・マル セーユ ・リオン ・パ リ ・ロン ドン ・

オ ラソダ ・プロシヤ ・ロシヤ ・パ リ・ポル トガ

ル と船 や汽車を使 って1年 にわ た る旅行 で,苦

労 も多か ったろ うが,得 る ところ も多 か っただ

ろ う。福 沢は ロン ドン滞在 中英書 ばか り買って

いた と自伝 でい ってい る。 これが英書輸入 の始

ま りであ る。

一 行は この時 も 「いずれ も日本服 に大小を横

た えてパ リ,ロ ン ドンを濶歩 した もおか しい」40)

と あ るが,一 行 の失策談は限 りなか った と想像

され る。

第3回 遣仏使節:幕 府 が,1863年(文 久3
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年)外 国奉行筑後守長発等33名 を,フ ラソスと

横浜鎖港 と下関砲撃の際のフラソス軍艦に対す

る賠償問題等について交渉す るため,フ ランス

の勧めに応 じて派遣 したが,彼 等は目的を果さ

ず帰国し,か えって鎖国の不可,公 使の派遣,

留学生の派遣の必要などを復命したために,減

禄 ・蟄居を命ぜられた。通弁として西吉十郎,

塩田三郎,尺 振八等が同行 した。この時池田長

発等は数+種 の洋書を購入 して来た。その うち

の33種は現に東京大学資料編纂所に保存されて

いる。

第4回 遣英使節:1865年(慶 応元年)幕 府

は,外 国奉行柴田日向守剛中を特命理事官とし

て,英 仏に派遣 し,横 須賀造船所および横浜製

鉄所の設立について交渉せ しめた。その結果,

翌年,両 方とも建設がはじまった。通弁には福

地源一郎,西 周,津 田真一郎等が当った。

第5回 遣露使節:1866年(慶 応2年)外 国奉

行小出秀実等をロシヤに派遣,樺 太の境界を協

議せ しめた。

第6回 遺米使節:1866年(慶 応2年)11月i4

日幕府は勘定奉行小野友五郎を正使 とした使節

をかねて購入の約束を してあった軍艦の受取代

金支払およびその他物品購入のため米国へ派遣

した。通訳として尺振八,福 沢諭吉,津 田仙な

どが これに従った。福沢諭吉は米国にて辞書を

初め,地 理 ・歴史 ・法律 ・経済 ・数学などに関

する原書お よび欧文の教科書を資力を尽 して購

入 した。そのうち主なるものはウェブスター辞

書,カ ッケンボスお よびチャソバーの物理書,

ウェーラソドの倫理お よび経済書,テ ーラーの

万国史,ピ ンノックの仏国史,カ ッケンボスの

米国史,チ ャンバーの百科辞書,パ ーレーの万

国史などであった。当時ウ エブスタ,一の辞書は

1部24～5両 であった という。

第7回 遺米使節:翌 慶応3年 正月23日昨年注

文 した軍艦受取および書籍購入のため小野友五

郎等一行は米艦 コロラド号にて米国に行き,軍

艦を受取 り,六 月下旬帰国 した。 この際の通訳

として随行 した者の名は不明である。

(4)留 学 生

外圧に対抗す るために,幕 府は富国強兵策,

特に軍事力の増強に非常な努力を した。開成所

や長崎の海軍伝習所の教育が,こ の幕府の政策

に寄与するところは大 きなものがあった。幕府

はわが国の近代化推進のために,西 洋の知識技

術を身につけたすぐれた指導者養成の必要を感

じた。そのために,身 分にかかわ ららず,有 能

な人材を先進国に留学せ しめ,先 進国の物質文

明を直接体験せ しむる方法をとった。

オランダ留学生:幕 府は1861年(文 久2年),

前年11月 米国へ留学させ ることに決定 していた

内田恒次郎,榎本釜次郎等を,米国が南北戦争中

であったために,オ ランダに留学させた。総員

15名であったが,士 分の者のほかに技術職工な

らびに従者6名 も含まれていた。榎本等留学生

は5年 間留学 し,1867年 に帰国 した。その技術

工の中にわが国で最初の懐中時計を作 った大野

規周がいた。

ロシヤ留学生:1865年(慶 応元年)幕 府は ロ

シヤの箱館駐在 の 魯国 領事 ゴシュケヴィッチ

(J・Goshkevich)の 勧めに よって,開 成所の

学生および箱館奉行所の吏員か ら6名 を選んで

ロシアに留学させた。留学生は山内作左衛門,

市川文吉,小 沢清次郎,大 槻彦五郎,田 中次

郎,緒 方城次郎の6名 であった。彼等は2年 な

いし8年 留学した。

1866年(慶 応2年)幕 府は3,000石 以上の者

に,英 仏両国へ留学することを許可 した。

英国留学生:同 年幕府は開成所か ら中村敬輔

(敬宇),箕 作奎吾,外 山正一,菊 池大麓,川
ただす

路太郎,林 董 など14名 を選んで英国に留学さ
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せた。80名 ばか りの志願者か ら試験で選抜され

た俊才で,大 部分が20歳未満であった。最年長

中村敬輔は35歳 で,23歳 の川路太郎とともに留

学生の取締を命ぜ られた。彼等は途中英国が東

洋 ・地中海の要所をことごとく占有 しているこ

とに驚き,ロ ンドンに着いてはエ レベーターや
ゆ

真昼の如 く夜の街を照 らすガス灯に驚嘆 したこ

とが川路の 、「英航 日録」に記されている。彼等

は教師 ロイ ドの家で猛勉強を していたが,幕 府

が倒れて送金が絶えたので,慶 応4年6月25日

横浜に帰ってきた。 「その時一行の頭髪はすで

にみな散切頭であったか ら,そ のままの姿で江

戸に入れば,浪 士たちのテロに襲われることは

必至と危惧された。そこでやむな く,つ けまげ

などして江戸へ帰ったとい う」41)

中村は英国が世界の最強国になったのは,英

国民の自主自立に あることとさとり,そ の 後

「西国立志伝」を訳 し,明 治のベス ト・セラー

になった。

長洲藩の英国留学生:以 上は幕府公式の留学

生であったが,諸 藩の中でも公式にあるいはひ

そかに藩の使節や留学生を海外に送 り出 してい

るものもあった。例えば長州藩では,尊 皇攘夷

が激 しく,1863年(文 久3年)5月,6月 にわ

た って下関海峡を通過する アメリカ,フ ラン

ス,オ ランダの艦船を砲撃 したが,藩 政府の重
す ふ

鎮 であった周布政之助,村 田蔵六(大 村 益 次

郎)等 は,到 底勝算のないことを悟 り,将 来に

備えて,伊 藤俊助(博 文),志 道聞太(井 上馨),

野村弥吉(井 上勝),遠 藤謹助,山 尾庸三の5

名を,外 国艦船砲撃で藩論が沸騰 しているさな

かの5月12日 に国禁を犯して英国へ送 った。

ところが井上と伊藤は,在 英半年ばか りで突

然帰国した。2人 の留学の意図は,海 軍の技術

を研究 して攘夷の手段 とすることにあったが,

まばゆいばか りのイギリスの夊明に接 して,穣

夷論は太陽のまえの朝霧のように消え去ったの

であった。彼等を英国へ送ったのは同藩士村田

清風 と極東におけるイギ リスの最大の商会であ

る ジャーデ ィン・マジソン商会であった。42)こ

の2人 はこの後もイギ リスと連絡を と りな が

ら,長 州藩を開国主義に向わ した。

薩摩藩の英国留学生:こ の頃薩摩藩では富国

強兵が藩の方針であったが,こ の富国強兵の手

段を具体的に論 じたのは,の ちの大政商五代才

助(友 厚)で あった。彼は貿易商で,世界の大勢

にも通 じていた。薩摩藩には,1862年(文 久2

年)遣 欧使節に随行 し,攘 夷の不可能を知 りぬ

いていた松木弘安(寺 島宗則)が いた。1863年

(文久3年)イ ギリス艦隊の砲撃にあい,鹿 児

島市の大半を焼かれ,賠 償金をとられてか ら,

五代,松 木などの奔走によって,藩 論は開国に

傾き,イ ギリスへの接近が顕著になった。

そ して1865年(慶 応元年)3月 幕府の禁令を
にい ろ よう ぶ

破って,家 老新納刑部お よび五代友厚は藩士寺

島宗測,森 有礼,畠 山義成,町 田久成,鮫 島尚

信,吉 田清成など,,,x,,19名をひそかにイギ リス

に留学せ しめた。五代等は藩命によって各種紡

績機械の購入,技 師の招聘契約などに成功 し,

翌年か ら鹿児島紡績所が操業を開始 し,工 業の

近代化をはかった。

この他に個人で密出国した者 もある。その代

表的人物は上州安中藩士新島襄である。新島襄

は21歳 の時,英 国商館員福士宇之吉の周旋によ

って,1864年(元 治元年)6月14日 夜半函館港

か らアメリカ船で日本を脱出した。新島は海軍

伝習所に入 って測量 ・航海術を学び,杉 田玄端

について蘭学を学び,つ いで函館に来て,外 人

について英語を学んだが,キ リス ト教の研究の

ため渡米 した。彼は翌年8月 ボス トンに着 き,

米人バーディの厚意によってアーモス ト大学を

卒業 し,さ らにアン ドヴァ神学校を卒業するこ

(32)



幕末における英学の発達について

とができた。

新島が密航後は じめて日本の官吏(森 有礼公

使)と 接するのは明治4年 で,日 本を密出国 し

てか ら7年 目であった。森はすでに述べた よう

に薩摩藩の英国への密留学生であったので,新

島に理解を示 し,ま た日本教育界において彼に

期待するところがあったので・彼を日本の留学

生 として,お りか ら視察のためアメリカを訪れ

ていた岩倉具視一行の案内役として,ア メリカ

・ヨーロッパ各地をまわ らしめた。その時新島

は桂小五郎,木 戸孝允に近づきになった。案内

役を果 してアメリカに戻 った。帰国 に 先 だ ち

「善美なる学校」を開設す る宿願を訴えて,有

志か ら5,000ド ルの喜捨を得,そ れを資金とし

て明治8年 同志社英学校(同 志社大学の前身)

を開設 した。その後再び欧米を歴遊し,帰 国後

教育と伝導に尽力した。

明治新政府になると海外留学生の総引揚げを

行なったが,明 治初年の留学生は米国の約100

名を筆頭に約200名 いたとのことである。

8.幕 末に肉け る英学の内容 と意義

ペルリーの来航以来,ア メリカ船およびイギ

リス船の近海への出没がはげしくな るに つ れ

て,通 訳養成のために英 ・米人などについて英

語の学習が行なわれた。外圧がはげしくなるに

つれて,外 交上,貿易上,軍 備増強上,英 学の内

容も向上 し,ま た次第に分化し,そ の含む領域

も拡大 し,自 然科学部門以外に人文 ・社会科学

にまで及んだ。またそのような学術を生んだ西

洋国家 ・社会研究への要求が出て くるのも自然

の勢いである。

福沢諭吉の英 ・米において購入した書物が多

方面にわたっていること,長 州藩の英国留学生

の遠藤謹助は経済学および貨幣鋳造学を学び,

野村弥吉は鉄道を,山 尾庸三は工学 ・造船術を

研究したこと,慶 応年間中だけでも英文の原書

か ら,英 国斯氏築城典型(5巻),堡 障略説,雷

銃操法,英国歩兵練法,博 物通論,自 然科学入門,

植物学(8巻)な どの翻訳が出版されていること

などで当時の英学の一斑を知ることができる。

また蕃書 とか穣夷 とかのことばが 示 す よ う

に,欧 米諸国は実用面においては 日本に優って

いても,精 神的においてははるかに劣ると信 じ

ていた。 ところが,遣 米 ・遣欧使節や欧米への

留学生は西欧文化が全面的に優秀であることを

見聞 し,西 欧の近代社会そのものに対す る認識

を改めなければな らなかった。例えば福島義言

は航米日記で 「此度我朝の人来る者総て七十七

人なり,大 抵半は皆彼を悪む ものなり,然 りと

雖 も其実を知に及ては人皆前非を悔ひ夢のさめ

たるが如 し,若 異人をして犬の如 く賤め,非 人

の如 く軽 しむる時は彼に不仁無礼の名を受る,

愚の甚 しきにあらずや」43)と述べている。

幕府の公学である朱子学の性格は,社 会の身

分秩序を 「自然的秩序」として是認するもので

あるので,秩 序の静的な調和を前提 と して い

る。未来は過去 と連続 している。 したがって,

幕藩体制のイデオロギーとしてはまことに好都

合であった。 しかるに,「 洋学は事実の中に真

理を見出し,真 実のつみかさねか ら未来が構成

される。」44)とい う反体制的性格であった。

ところが,幕 藩体制の内外外的危機の深まり

は,こ の難局を乗 り切るために,国 家に有用な

人材を,身 分差を越えて社会の各層か ら広 く求

めなければならなかった。幕藩の教育 目的が士

族に対する教養主義か ら,社 会に有用な人材育

成に変わるにつれて,教 育内容も儒学か ら軍事

科学を中心 とした実学的な洋学に変化 してい っ

た。

洋学を公学として採用することは,幕 藩に と

っては指導原理の変更を意味することで,為 政
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者の勇気と決断を要することであった。また身

分の枠を越えて広 く人材を求めることは,教 育

の機会均等とい う近代化へ方向づけを した もの

である。広 く人材を社会の各層か ら求めるとい

っても,現 実には下級士族 までで,一 般庶民に

までは及ばなかった。士族は農工商に対する特

権階級であったが,士 族の内部にも厳重な身分

差があって,上 級士族 と下級士族との間には,

士族と農工商との問ほ どの身分差があ り,家 格

と職務の世襲制が強かった。学問で優秀な成績

をあげれば,支 配機構の中に入ることができる

ようになったことは,下 級武士に希望を与え,

藩学その他の教育機関に子弟をか りたてる大 き

な誘因となった。いわば,学 歴主義が台頭 して

来たのである。

さて,当 時の洋学は,科 学 としての洋学一次

第に英学を中心 として～であった。開成所を中

心 とする洋学者は,富 国強兵的政策か ら殖産興

業,軍 事に関するものを中心に研究 したが,先

進諸国の政治 ・工業 ・経済等についても,当 時

としてはきわめてす ぐれた高度の知識 ・技術を

持っていた。 従って観念的,思 想的には 進歩

的,近 代的であ り,開 国論者であったにもかか

わ らず,政 治的には無関心を装う立場をとって

いた。彼等は支配層に属するいわば 「頭脳」で

あ り,技 術者であって,幕 府の体制を維持 しつ

つ開国を行なうことを是認 していた。父の不運

な生涯を憤 って 「門閥制度は親のかたきでござ

る」45)とまで公言した福沢諭吉でさえ,孃夷論の

盛んな幕末には 「恐ろしいものは暗殺が第一番

である」46)といって夜分は一切外出しなか った。

こういう時代であるか ら,幕 府に対する批判的

なことばを,当 時の洋学者の著作か ら見い出す

ことは困難である。洋学者の立場 ,当 時の殺伐

な世相か ら,彼 等の国内政治に対する意見が対

外策に比較 して,微 温的であったのは,彼 等が

支配階級の一員であ り,一 般庶民に対 して依然

として階級観念を持 っていたためであろ う。

しかし,新 政府になり,治 安 も確立 して くる

と情勢は変わ った。福沢諭吉は,主 従関係でこ

り固まっている日本人に 「天は人の上に人をつ

くらず,人 の下に人をつ くらず」とい う有名な

警 鐘を鳴 らし,また多 くの先覚者は,自 由民権運

動を推進 した。その源流は,マ ク ドナル ドが長崎

奉行に 「わがアメリカ合衆国で一番上に立つの

は人民(ピ ープル)で ある」47)とい うわが国の近

代化に画期的なことばや,彦 蔵が木戸や井上に

下関でアメリカの民主政治を説いたこと,遣 米

・遣英使節 ・留学生の人間の平等 ・民主政治に

ついての体験的開眼等に求めることができるで

あろ う。

幕末の複雑な政治情勢,と くに幕府 と反幕諸

藩の対立,そ の間にフランスが幕権振興に加担

し,幕 府権力の強化をはか り,陸 軍の教育を援

助 し,大 藩を押えようとした。一 方 英 国 は,

薩英戦争,外 国艦船攻撃の経験か ら資本主義列

国の軍事力に到底対抗できないことをさとり,

開国主義に転 じた薩長をひそかに支持 し,留 学

生を受け入れた り,近代工業施設の設立・操業を

指導 した り,貿易を助成 した りした。また時の公

使パークスは英国の理想とする「平和革命」の実

現のため舞台裏でいろいろ画策 した。当時の複

雑な国際的な動きの中で,イ ギ リスがわが国の

政局を動かし得たのはイギリスの国際的地位か

ら当然であった。イギリスとアメリカはその後

も自国の利益の拡大のため新 しい政府 の安定 ・

発展のために助力を惜 しまな か った。また政

府の首脳がきわめて英 ・米志向であり,英 米の

文化 ・国際的地位が高か ったので,わ が国の英

学は洋学の中で首位の座をますます確固たるも

のに して行ったのである。
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